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1 事業の成果

1.広報 。出版事業
1)JMRA活動の広報
マスコミ取材等により、新聞に取り上げられた。

2)情報誌・会報誌の発行

情報誌『民家』は 4回、会報誌『JMRA通信』を 3回発行しました。『JMRA通信』について は、
発送等の諸事情から、2024年 1月 号をもって休止することとなりました。今後は、ホームページゃ

メールマガジン、SNSな どで会員向け情報を発信していく予定。

メールマガジンは 13回発行した。

3)ITに よる情報発信

WEBサ イ ト、SNS等により 当協会の活動 や民家の再生に関する情報発信を行った。イベント参
加の募集および申込対応については、G∞glebrmや PeatⅨ を使って、IT化を推進した。

4)発行書籍の印税

『民家再生の技術』:1,501円 (電子版)、『民家再生の実例』:1,251円 (電子版)、『よみがえる蔵』:

1,630円 (う ち電子版 467円 )、 合計 4,382円 の印税収入を得た。

5)チャリボンヘの参加

(株)バ リューブックスが運営する古本のリユース「チャリボン」(読み終えた書籍などをJMRAに

指定し寄附していただくことで、その査定金額を寄附金として受け取れる仕組み)を通じて、50,403

円の寄附を受けた。

2.民家再生活動の普及・啓発・推進・情報交換を図る各イベント、セミナー等の文化活動

1)「民家フォーラム 2023熊本」の開催

9月 30日 に、熊本県熊本市の早川倉庫においてシンポジウムを行い、96人が参加した (熊本県

内 23人、その他都道府県 73人 )。 翌日10月 1日 (日 )には、熊本市内 (「新町・古町」、「川尻」)

街歩きのオプショナルツアーを行い、63人が参加した。

2)イベントの開催

会員ならびに一般を対象にしたイベントを以下の通り実施した。



開催日 内容 開催地

6/11 民家の学校オープンスクール 川崎市立日本民家園見学 (民家の学校) 神奈川

6/25 災害大国日本を生き抜く民家再生の技術と心得 (技術部会) オンライン

8/18

～8/20

く民家再生キッズワークショップ>川で遊ぶ、山で遊ぶ、民家で遊ぶ (民家お助け

隊・民家まちづくり部会)

山梨県

11/3 galeヮ徳の蔵でランプづくり (広報委員会) 東京都

11/11 松永記念館「老欅荘」での日本の左官と瓦の再発見 (技術部会) 神奈川県

11/18 日本の庭園の歴史と空間構成を学び名園を体験する (技術部会) オンライン

11/19 日本の庭園の歴史と空間構成を学び名園を体験するく現地見学会>(技術部会) 東京都

11/19 酒造見学会・昼食会～古民家と好きを集めた、人が集う場― 熊澤酒造～ (民家の学

校)

神奈川県

12/11 日本の庭園の歴史と空間構成を学び名園を体験するくアーカイブ発信>(技術部会) オンライン

12/22 蓄音機演奏会 (1)(国際交流部会) 東京都

1/20 蓄音機演奏会 (2)(国際交流部会) 東京都

2/10 和紙ワークショップ「民家の素材づ くり体験」 (民家の学校 ) 東京都

2/10 「民家フォーラム2023熊本報告会7年 目の熊本から巨大地震の教訓」 (広報委員会) 東京都

3/24 成城を歩く (技術部会) 東京都

3)「民家の学校」の開催

「民家の学校」は全 6回の講座を行い、25名 が修了した。

開催日 内容 開催地

4月 9日  (日 ) 民家の原点～入学式～ 東京都

5月 20日 (土)～21日 (日 ) 民家の風土と源流を訪ねて 山梨県

7月 15日 (土)～ 17日 (日 ) 囲炉裏の住まいとかつての集落へ 長野県

9月 10日 (土 ) 伝統木構造の世界 東京都

11月 4日 (土)～ 5日 (日 ) 民家再生の現場 神奈川県

12月 3日  (日〉 民家の明日～修了式～ 東京都

4)お助け隊主催の連続講座の開催

昨年に引き続き、山梨の古民家を使って、実際の民家の再生の過程を学ぶ連続ワークショップを開

催 した。

5)「民家の会」の活動

都道府県、地域を単位とした「民家の会」の各地域において、自主的な活動を行った。



3.民家再生技術の研究と研修、開発、普及活動

1)被災民家修復支援活動として、7月 に能登への視察を行った。

2)左官技術を学ぶ見学会の企画を実施した。

3)庭園と民家を学ぶオンライン講座、現地見学会を実施した。

4.民家再生事業の推進

1)「民家バンク」については、新規登録 14件、引き取り 4件、登録件数は 32件 となった。(2024

年 3月 31日 現在)

2)民家再生事例の集積および公開のため、第 18回 「民家再生奨励賞」を実施した。

受賞件数は 8件で、「民家フォーラム 2023熊本」シンポジウム会場においてパネル展示と表彰

式を行い、WEBサイ トで事例掲載を行った。また『民家』127号、128号、129号にて受賞民
家を掲載した。

3)「登録事業者の会」をオンラインにて計 2回開催した。1月 には、日本建築研鑽会にて千葉の民

家を活用した民泊を見学し登録事業者同士の情報交換・交流を図った。

5.ま ちづくり・むらづくりにおける景観保存および民家活用の推進と調査研究

1)「民家フォーラム 2023熊本」において、大きな災害から復興してきた地域の町づくりや民家の再

生を地元の方の体験を通して学び、情報交換を行いました。また、2月 には東京のJMRA事務局

にて、「民家フォーラム報告会」を開催した。震災に遭ったときどのように地域が協力するか、民

家を守るためにはどうしたらよいかということを、オンラインにて熊本フォーラム実行委員より、

情報の提供を受けて参加者と共に考えた。

2)情報誌『民家』に「民家の店 民家の宿」として、全国各地の民家活用店舗・宿泊施設の事例を取

り上げた。

6.民家再生やまちづくり・むらづくりに関するコンサルテーションおよびコーディネーション

1)事務局や民家フォーラム会場にて、登録事業者による無料の民家再生相談を実施 し、合計 18件

の相談を受けた。

7.社会貢献 。ボランティア活動

1)イベントやワークショップ等を通じて、社会貢献、ボランティア活動を行った。



2 事業の実施に関する事項
(1)特定非営利活動に係る事業 (事業費の総費用 【13,772】 千円)

(2)その他の事業 (事業費の総費用 【 】千円)

定款に記載
された
事業名

事業内容 日時 場所
従事者
人数

受益
対象者
範囲

受益
対象者
人数

事業費
(千円)

広報・出版活動

広報/情報誌『民家』販売/書
籍販売/会員名刺販売/1T情
報発信

令和 5年

4月 1日

～ 令 和 6

年 3月 31

日

東京都

主 に本 部

事務局

JMRA会員

不 特 定 多

数

4,797

技術の研究・開
発・普及活動

民家再生技術部会の活動/民
家再生推進委員会による研修

令和 5年

4月 1日

～ 令 和 6

年 3月 31

日

オ ン ライ

ン活用

JMM会員
一般 参加

者

200 438

イベン トやセ ミ
ナーの開催

文化企画部会の活動/民家ま
ちづくり部会の活動/民家の
学校/民家お助け隊の活動/
国際交流部会の活動/民家フ
ォーラムの開催/地区・民家
の会の活動

令和 5年
4月 1日

～ 令 和 6

年 3月 31

日

東京都 /
/埼 玉県
/神 奈川
県 /山 梨
県/奈 良
県/福 岡
県/オ ン
ライン

ЛM会 員
一 般 参 加

者

200 4,392

民家バンクの運
営

民家バンク

令和 5年
4月 1日

～ 令 和 6

年 3月 31

日

JMRA会員

不 特 定多

数

796

民家再生事例の

集積およびその
公開と発信

民家再生奨励賞/肥Bサイ ト
の充実化/商標の活用

令和 5年

4月 1日

～ 令 和 6

年 3月 31

日

ЛRA会員

不特 定 多

数

337

民家再生に関す
るコンサルテー
ション

事業者バンク/民家再生相談
/古材ネットワーク

令和 5年

4月 1日

～ 令 和 6

年 3月 31

日

JMM会員

不特 定 多

数

287

足秋に記載
された
事業名

事業内容 日時 場所
従事者
人数

事業費
(千円)



2023年度  活動計算■『
2023年 4月 1日 か ら2024年:3月 31日 ま~C

科 目 金    額
11亀
誕奮

_
・
 :う言套奮会費
菫業者登録料

2受取踊ぶ金

3受羅贔助金
4事業

』1撃|ぉ
事 [[]季 _募亀渥

動

農宴ズ 3).書
屋籍およびその公開 こ発信墓童軍篇房羅菫T争蕃研究
            __

言憂醤]に関す
鸞二考蕊催 :勇冨 I忌農家施設の活用の受話早表施設ネツ ト'ノ  ´

その他事業

5その他ξ季
経常収益計

Ⅱ 経 常 費 用
1事業費
(1)人件費

給料通勤手当

法定福利費

福利厚生費

人件費計

12)そ

の
』Ii]型

1   勇馨婁
1   言[E晨醤費1   蓼:撮蕎莫;焉費、会議等
―

   
スタッノXル
手上産
島刷責

彦費
者糞重費
曇旨撃数料
撃魔他経費計

事業費計

120.000
3.286.000
2.4“12.000

1.608.000 フ.456.000

1.265.133

30.000

8,408.414

4フ.475
17 207 22

673.800
405.000
96.333

30.000

!.030.4フ 0

266.000
4.453.660
1.942.954

498.300
0

0

21フ .030
0
0

47.4フ 5

5.796.886
706.703
108.000

1フ.666.559

6.611.589

394.360
66.フ 28
51.449

540.000
410.440
13.351

398.557
1.205.023

614.872
62.フ 41
113.465
!44.223

3,971.014
163.120
42.900
2.352.240
1フ 2.048
162.630
37.404

91.866
38.534

ll.054.9フ 0



科   目 金   額

2管理賓

(1)人件費

給料通勤手当

退職金

法定福利費

福利厚生費

人件費計

(2)その他経費

会議費

総会運営責

理事会運営費

広報PR発送費

地区運営費

地代家賃

通信費

発送費

OA費

水道光熱責

旅費交通費

消耗品費

印刷費

支払報酬

支払保険料

租税公課

諸会費

慶弔費

リース代

支払手数料

雑責

その他経費計

管理費計

経常費用計

当期経常増減額

Ⅲ経常外収益

経常外収益計

Ⅳ経常外費用

経常外費用計

当期正味財産増減額

前期繰越正峡財産額

次期繰越正咲財産額

644.098

225,000

78,522

12,000

3.687,008

21,353.567

959,620

17,720

97,806

4,468

210,694

16,201

261.360

200,899

43,477

202.370

327.240

3,171

59,952

10.230

792,000

43,470

72,500

20,000

11,550

195,360

68,643

68,277

2,727,388

-4,146.545

0

0

-4.146.545

23,376,473

19,229,928

*活動計算書は、NPO法人会計基準に則つて作成しています。
*消費税等の会計処理は、税込み方式によつています。
*事業別損益の状況は、別表にて算出しています。



2023年度特定非営利活動に係る事薬会計貸借対照表

2024年3月 31日現在

( .位 :円 )

利・ 目 金 額

20,971.723

20.270,40:

14,000

:54,633

248,492

280,060

4,137

1.171,860

1,171,860

22.143.583

004,639

1,914,500

158,516

36.0(】0

2,913.655

ｎ
Ｕ

2,913,655

23.376.473

‐4,146,545

19.229,928

22.143.583

l  資産の部

1流動責産

現全預金

未収入金

商品

貯麟品

前払費用

仮払全

流動貴産合
=十

2固定責産

敷金

固定資産合計

資産合計

コ  彙債の部

1流動負債

未払金

前受金

預り金

仮受金

流動負債合計

2  固定負債

固定彙債合計

負債合計

皿  正味財産の部

期首正味財産

当期正味財産増減額

正味財産合計

負債及び正味財産合計



書式第 16号 (法第 28 関係 )

重要な会計方針

計算書類の作成は、 (NPO法人会計基準協議会 )によっています。

(1)棚卸資産の評価基準及び評価方法

(2)固定資産の減価償却の方法

(3)引 当金の計上基準
・ 退職給付引当金

引当金

(4)施設の提供等の物的サービスを受けた場合の会計処理

(5)消費税等の会計処理

2.事 業別損益の状況

内容 金額 算定方法

令和 5年度  計算書類の注記 事 業 報 告 用

特定非営利活動法人 日本民家再生協会

(単位 :円 )

管理部門 合計
事業 事業 事業 事業

事業部門計科 目

I 経常収益
1.受取会費
2_受取寄附金
3.受取助成金等
4_事業収益
5_その他収益
経常収益計
Ⅱ 経常費用
〈1)人件費
給料手当

役員報酬

退職給付費用

福利厚生費

人件費計
(2)そ の他経費
会議費
旅費交通費
施設等評価費用

減価償却費

印刷製本費

その他経費計

経常費用計

当期経常増減額

3.施 設の提供等の物的サービスの受入の内訳
(単位 :円 )

1



内容 期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高 備考

495,000

18,000

21,000

6,930
50,403

4,803

18,000

21,000
6,930

0 238,17

190,19震災支援
フォーフム2023

山梨WS

ランフ
・́づく リイヘ

・ント
チャリボン

合計

4 使途等が制約された寄附金等の内訳
使途等が制約された寄附金等の内訳 (正味財産の増減及び残高の状況)は以下の通りです。
当法人の正味財産は   円ですが、そのうち   円は、下記のように使途が特定されています。
したがって使途が制約されていない正味財産は   円です。

(単位 :円 )

5.固 定資産の増減内訳
円 )

6.借 入金の増減内訳
(単位 :円 )

役員及びその近親者との取引の内容

役員及びその近親者との取引は以下の通りです。

円)

その他特定非営利活動法人の資産、負債及び正味財産の状態並びに正味財産の増減の状況を明らかにするために
必要な事項

事業費と管理費の按分方法

０
０

科 目 期首取得価額 取得 減少 期末取得価額 減価償却累計額 期末帳簿価額

有形固定資産

車両運搬具

什器備品

無形固定資産

投資その他の資産

敷金

合計

科 目 期首残高 当期借入 当期返済 期末残高

合計

科 目

計算書類に
計上された
金額

内、役員と
の取引

内、近親者
及び支配法
人との取引

(活動計算書)

活動計算書計

(貸借対照表)

貸借対照表計

その他の事業に係る資産の状況
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2023年度特定非営利活動に係る事業会計財産目録
2024年 3月 31日現在

科 目 金 額

20.971.723

196.543

9.248.611

1,146,405

3.564.372

442.313

225,193

1.446.964

4.000.000

14.000

154.633

248.492

280.060

4.137

1.171.860

1,171,860

22.143.583

804,639

1.914.500

158.516

36.000

2.913,655

ｎ

）

2.913,655

19.229.928

資産の部
1流動資産

現金

郵便通常貯金/口座番号

郵便振替/口座番

みずほ銀行麹町支店普通預金

みずほ銀行麹町支店普通預金 (震災救援募金)

地区/民家の会 現金
九州沖縄                  ll.679
信州民家の会                54」 25

湘市民家の会                22.500
九州民家大学                100000
福島県民家の会               36.889
地区/民家の会 郵便貯金
東海                    115.235
近畿                    963.662
中国                     155.398
九州沖縄                 212.669
みずほ銀行麹町支店定期預金

未収入金 (Peatix)

商品 (書籍、DVD)

貯蔵品 (名刺、奨励賞ブレート、切手、 レターパツク)
前払費用 (家賃217.800、 民家の学校62.260)

仮払金 (会場費3.000、 源泉所得税1,137)

流動資産合計

2固定資産

敷金

固定資産合計

資産合計

|1負債の部

1流動負債

未払金
暉 ひ 143.000.プ ロバィダ!100、 給与467.35ら 、社会保険,93.638.
NT¬ 2.093.0ハ 費10.514、 ちょだエコオフィス1.716.水道光黒費26.734.

アスクル15090.Deatlx l`90、 後納郵便24.359)

前受金
(2024年度正会員質528,000.2024年度民家の学校706.000.
2024年度友の会会費282000、 2024年度事業者登録料90.000.
HPリ ンク料16.500、 お助け隊連続講座292.CCO,

預り金
(源泉税3● 465、 雇用保険料3C667.こ会保険料96.384)

仮受金

流動負債合計

2固定負債

固定負債合計

負債合計

正味財産



書式第 18号 (法第 28条関係 )

事 業 報 告 用

2023年度年間役員名簿
(口事業年菫において役■であったことがある全員の氏名及び佳所又は層所菫びに

これからの■についての口事■年度における●口の有鮨を2●した名簿)

特定非営利活動法人 特定非営利活動法人 日本民家再生協会

1 確認事項 (法第20条及び第21条を確認の上、チェックを入れてください。)

′ 以下の役員には、欠格事由者が含まれません。 (法第 20条関係 )

各役員について、親族の規定に違反していません。 (法第 21条関係 )′

2 役員一覧

役 名

(フ リガナ) 前事業年度内
の就任期間

報酬を受けた期間
(腋当者のみに記入)

氏  名

理事

ハブカ ヒサオ 2023年 4月 1日 ～

2024年 3月 31日羽深 久夫

理事

a'j. )1 , ,)1r1 2023年 4月 1日 ～

2024年 3月 31日宗像 智加枝

理事

i+]A7 YB, 2023年 4月 1日 ～

2024年 3月 31日峯村 洋

理事

カワカ ミ タク ミ 2023年 4月 1日 ～

2024年 3月 31日川上 巧

理事

ナカイチ サ トミ 2023年 4月 1日 ～

2024年 3月 31日中市 里美

´
０ 理事

コバヤシ タイゾウ 2023年 4月 1日 ～

2024年 3月 31日小林 泰三

理事

タカノ リコウヘイ 2023年 4月 1日 ～

2024年 3月 31日高野 量平

理事

カワサキ ヨウコ 2023年 4月 1日 ～

2024年 3月 31日川崎 陽子

理事

ニシモ ト カヨコ 2023年 4月 1日 ～

2024年 3月 31日西本 佳代子

10 理事

ハセガワ カズヒト 2023年 4月 1日 ～

2024年 3月 31日長谷川 一仁



役 名

(フ リガナ)
前事業年度内
の就任期間

報酬を受けた期間
(薔当者のみに日入)

氏   名

11 理事

クシダ マサキ 2023年 4月 1日 ～

2024年 3月 31日串田 政規

12 理事

アラキ イサム 2023年 4月 1日 ～

2024年 3月 31日荒木 勇

13 理事

サトウ ヒトシ 2023年 4月 1日 ～

2024年 3月 31日佐藤 仁

14 理事

ニシモ ト マサシ 2023年 4月 1日 ～

2024年 3月 31日西本 成志

15 理事

ソノヤマ リュウイチ 2023年 4月 1日 ～

2024年 3月 31日園山 隆一

16 理事

キタムラ ヒロトシ 2023年 4月 1日 ～

2024年 3月 31日北村 裕寿

17 理事

クモン ダイスケ 2023年 4月 1日 ～

2024`年 3月 31日公文 大輔

18 理事

イケオ タク 2023年 4月 1日 ～

2024年 3月 31日池尾 拓

19 理事

ワタナベ エイジ 2023年 4月 1日 ～

2024年 3月 31日渡辺 英二

20 理事

マツオ  ソウイチロウ 2023年 4月 1日 ～

2024年 3月 31日松尾 壮一郎

21 理事

タグチ フトシ 2023年 4月 1日 ～

2024年 3月 31日田口 太

22 理事
ウシロネ 2023年 4月 1日 ～

2024年 3月 31日後根 浩志

23 理事

クボ リュウイチ 2023年 4月 1日 ～

2024年 3月 31日久保 隆一

24 監事

タナカ ヨシオ 2023年 4月 1日 ～

2024年 3月 31日田中 芳郎

25 監事
イワセ タダシ 2023年 4月 1日 ～

2024年 3月 31日岩瀬 忠司

(2頁 )



書式第4号 (法第 10条 。第 28条関係 )
設立・事業報告用

社 員 名 簿 (社員のうち 10人以上の者の名簿)

特定非営利活動法人 日本民家再生協会

氏    名

1 川崎 陽子

2 佐藤 仁

3 小林 泰三

4 長谷川 仁

5 園山 隆一

6 北村 裕寿

7 渡辺 英二

8 田口 太

9 中市 里美

10 羽深 久夫

11 宗像 智加枝

12 峯村 洋




